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2012年度に社会的養護の現場で
CAPプログラム実施予定のグループの皆さんへ
CAPプログラム助成について（申請のお願い）

CAPセンター・JAPAN事務局

　　　　　　　　
　日頃より、CAP活動にご尽力いただき、またCAPセンター・JAPANにご支援、ご協力をありがとうございます。

さて、社会的養護の現場（児童養護施設、母子生活支援施設、情緒障害児短期治療施設）でのCAPプログラムの実施について、フィリップモリスジャパン社から2012年度も助成を受けることになりました。助成額は今年度と同額の予定です（全国で総額500万円）。申請は、各RTC（リージョナルトレーニングセンター）にてとりまとめ、助成団体との窓口はCAPセンター・JAPAN事務局が行います。
本助成の活用を希望されるグループは、次ページの申請書に必要事項をご記入のうえ（1施設につき1枚の申請書）、3月28日（水）までにメールかFAXでご提出ください。
　「出来るだけ多くの施設でCAPプログラムを実施していただきたい」との助成団体の希望から、2012年度より、新規で実施する施設を優先とします。初めての実施につきましては、CAPセンター・JAPAN「社会的養護におけるCAPチーム」もサポートして参りますので、CAPグループの皆さんが地域の社会的養護の現場に関わるチャンスとして活用していただきますよう、申請をぜひご検討ください。また、新規に限っては施設職員ワークショップのみ実施の申請も可能とします。
なお、皆さまから申請いただきました内容、予算を事務局で検討のうえ、助成金を配分しますので、申請金額全額に満たないことがありますことを予めご了承ください。実施後に報告書と決算書のご提出をいたただき、送金という流れになります。
助成を受けるにあたり、以下の事項について、ご協力いただきますよう、お願いいたします。

1 助成を受ける児童養護施設には、フィリップモリスジャパン社から支援を得て実施する旨をお知らせください。

2 実施報告書をフィリップモリスジャパン社へ提出します。実施した施設の職員や子どもたちの声（サクセスストーリーなど）を集めた資料を作成し、活動の意義を広めていきたいと考えています。ワークショップ実施後、施設の方や子どもたちの声を集めていただくなど、ご協力いただきますようお願いします。

申請にあたり、ご相談やご不明な点がありましたら、事務局までお問い合わせください。多くのグループの皆さんからの申請をお待ちしております。
以　上

■フィリップモリスジャパン社助成　申請書（2012年度）■
	児童養護施設
	施設名：

所在地：

	施設名の公開*1
	（いずれかにチェック）  　　　可　：　否　　

	上記施設での

WS実施状況
	（いずれかにチェック）

□これまでにも実施　（概要：実施時期、内容について記入してください）
□今年度初めて実施

	実施を予定する
プログラムの
回数
	□施設職員ワークショップ　（　　　）

□地域セミナー（　　　）

□子どもワークショップの合計（　　　）

・就学前プログラム（　　　）　・小学生プログラム（　　　）

・中学生プログラム（　　　）　・高校生プログラム（　　　）

	実施予定時期*2
	月　　　　日～　　　月　　　日

	実施費用総額*3
	　　　　　　　　　　　　円

	
	（内訳概要）

・プログラム実施費用（各WS単価×回数をご記入ください。施設との打ち合わせ費もこちらに含みます）
・交通費：

・その他：

	助成金額*4
	　　　　　　　　　　　　円

	
	（内訳概要）
・プログラム実施費用：

・交通費：



	連絡先

	CAPグループ名：

担当者お名前：

TEL/FAX：　　　　　　　　　　　　　e-mail：


*1　フィリップモリスジャパン社へ報告はいたしますが、外部に公開はいたしません。
*2　実施予定について決定している範囲でご記入ください。変更があれば、速やかにご連絡ください。
*3　実施予定のプログラムに必要な費用の総額をご記入ください。
*4　助成を希望される金額をご記入ください。打ち合わせ、ワークショップにかかる費用と交通費が対象となります。消耗品・事務用品・補助教材などは助成の対象になりません。

送信先：FAX　（0798）57-4122　　E-Mail　　info@cap-j.net








